
公立大学法人島根県立大学が行う出資等に係る不要財産の納付について 

 

１．趣旨 

公立大学島根県立大学（以下「法人」という。）より、県から法人に対して出資し

ゲストハウスなどとして活用している土地及び建物が不要になった旨申し出があり、

この度、法人から設立団体の長である島根県知事あてに、当該土地及び建物につい

て、地方独立行政法人法第 42 条の２第１項の規定に基づき、不要財産の納付の承認

申請があった。 

同条第５項の規定において、設立団体の長が認可をするにあたっては、あらかじめ

評価委員会の意見を聴くこととされているため、評価委員会に諮るもの。 

〇地方独立行政法人法（一部抜粋） 

（出資等に係る不要財産の納付等） 

第四十二条の二 地方独立行政法人は、出資等に係る不要財産については、遅滞なく、設立団

体の長の認可を受けて、これを当該出資等に係る不要財産に係る地方公共団体（次項から第

四項までにおいて「出資等団体」という。）に納付するものとする。 

５ 設立団体の長は、第一項又は第二項の規定による認可をしようとするときは、あらかじ

め、評価委員会の意見を聴くとともに、議会の議決を経なければならない。 

（地方独立行政法人評価委員会） 

第十一条 設立団体に、地方独立行政法人に関する事務を処理させるため、当該設立団体の長

の附属機関として、地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）を置く。 

２ 評価委員会は、次に掲げる事務をつかさどる。 

一 第八条第四項、第二十五条第三項、第二十八条第四項、第三十条第二項、第四十二条の二

第五項、（略）の規定により設立団体の長に意見を述べること。（略） 

３ 評価委員会は、前項第一号、第四号又は第五号の意見を述べたときは、その内容を公表し

なければならない。 

 

２．不要となる土地・建物 

所在地 地目 面積（㎡） 

出雲市大塚町1124番5  宅地 540.00 

 

所在地 名称 構造 延床面積

（㎡） 

出雲市大塚町1124番地5 ゲストハウス 木造瓦葺平家建 154.50 

ゲストハウス 

車庫・倉庫 

木造亜鉛メッキ

鋼板葺平家建 

21.60 

 

３．納付の相手方 島根県 

 

４．申請書 別添のとおり 

 

５．スケジュール 

令和８年 ８月  :評価委員会への意見聴取 

令和８年 ９月  :島根県議会に議案上程 

令和８年 10 月以降:不要財産納付の認可（知事）、県への不要財産納付 

資料３ 

1



2



3



4



5



6



7



8



9


